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総会を終わって 

 
5月 26日に開催された総会の様子（川越市立博物館） 

 

 「かわごえ環境ネット」の総会も終わり、新しい事業計画が承認

され、気分新たに 2007年度をスタートさせたいと思います。私は総

会を欠席し、まずはお詫び申し上げます。実は代わりに出席してい

ただいた同じ団体の方は初めて「かわごえ環境ネット」の総会に出

席して、真剣な討議、部会や委員会の代表者が事業報告と事業計画

を述べたことに好感を持って驚いたといっていました。一方出席者

が少なかったとの指摘もありました。 

 会員のみなさまは多くの専門的分野で活躍されています。それは

「かわごえ環境フォーラム」や「アースデイ・イン・川越」での活

動成果から容易に理解されます。「かわごえ環境ネット」は 89名の

個人会員、30 の民間団体、31 事業者、川越市で構成されています

（2007年 5月 26日現在）。私たちが主催するイベントにみなさまの

参加をいただいていますが、各部会でも分科会活動をしています。

いずれの部会も参加は大歓迎です。新しいみなさま方との協働を心

よりお待ちしています。 かわごえ環境ネット副理事長 村上正明 



月刊 かわごえ環境ネット 2007年 7月 No.009 

-  - 2 

2007年度総会及び「(仮称)かわごえアジェンダ 21」意見交換会報告
総会 
 当会の 2007年度総会が、5月 26日（土）13:

30 より川越市立博物館視聴覚ホールにて開催

されました。 

 出席者 38名、委任 56名、合計 94名で過半数

となり、総会成立の案内にて総会が開催されま

した。総会の開催にあたり、かわごえ環境ネッ

ト会長舟橋市長（代理、久都間環境部長）から

の挨拶のあと、総会議長に金子大蔵さんを選出、

書記に原島昇治さん、菅野仲夫さんが指名され、

総会議案書に従い審議が開始されました。 

 議案第 1号・事業報告は小瀬理事長及び専門

委員会代表から、議案第 2号・決算報告は事務

局から、監査報告は吉田監査から各々報告がな

され拍手多数にて承認されました。 

 議案第 3号・会則変更については、事務局か

ら、会長職の廃止、監査職の職名変更及び業務

内容の明確化、補欠理事の選任手続の新設等の

会則変更の主旨説明がされました。質疑では、

小野会員から会長職削除と補助金の継続につい

ての説明が求められました。事務局から、市全

体において市民団体の長を市長から市民代表に

移行している、根岸理事から、補助金は 10％削

減されたが継続される、と説明され拍手多数に

て承認されました。 

 議案第 4号・事業計画について、議案書に添

って全体事業、広報委員会、社会環境部会、自

然環境部会、企画委員会の事業計画が説明され

ました。質疑では、小野会員から自治会連合会、

かわごえ環境推進員協議会、かわごえ環境ネッ

ト 3者が交流・協力して輪を広げることが望ま

しいとの意見が出され、小瀬理事長から、より

多くの参加を進めたいとの答弁がなされ拍手多

数にて承認されました。 

 議案第 5号・予算案は事務局から総会議案書

通り説明がされ、質疑はなく拍手多数にて承認

されました。以上にて、総会が終了し、かわご

え環境ネットのテーマである『かわごえの環境

の環（わ）を「太く」「大きく」「さらにつなげ

る」』活動が推進されることになります。 

（広報担当理事：金子晃） 

 

（仮称）かわごえアジェンダ 21中間報告会及び意見交換会 
 総会終了後、1 年近くにわたり検討を続けて

きた「（仮称）かわごえアジェンダ 21」の中間

報告会及び意見交換会を開催しました。30名ほ

どの出席者で活発な議論が行われました。 

 委員長の小瀬より、作成の目的、2005年 8月

から行われてきた（仮称）川越市環境基本条例

の制定に関する勉強会・検討会も含めたこれま

での経緯、検討結果（行動提案表）、全体構成（案）、

今後のスケジュールについて説明を行いました。

その後、意見交換に入りました。 

 意見交換では、今後、川越市と協働で作成す

る中で制約が出てくるのではないか、川越市と

してどのように活用するのか、環境像と行動計

画の結びつきが不明確であること、川のまちを

強調すべきこと、具体的な環境像よりも「もっ

たいない」などのキャッチフレーズを強調すべ

きこと、分厚い冊子よりも取っきやすいパンフ

レットにすべきこと、重点項目を押し出すべき

ことなどの質問及び提案がありました。 

 この意見交換会を受けて、6 月より本会員か

らの公募による委員を中心に（仮称）環境行動

計画「かわごえアジェンダ 21」作成委員会を設

立して、行政と協働で作成作業にあたっていま

す。作成の進行状況を随時お知らせするととも

に、さまざまな意見を常に受け付け、取り入れ

ていきたいと思いますので、みなさまのご協力

をお願いいたします。この会議の経過は、かわ

ごえアジェンダ 21Wiki（http://kawagoekankyo.n

et/wiki/）に掲載されていますので、詳しくはそ

ちらをご覧ください。（小瀬博之） 
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川越市内 29か所で川の一斉水質調査を実施
 毎年 6月の第 1日曜日に行われている「身近

な水環境の全国一斉調査」の開催に併せて、か

わごえ環境ネットにおいても、荒川流域ネット

ワークが主催する「荒川一斉水質調査」と、新

河岸川水系水環境連絡会が主催する「身近な川

の一斉調査」に参加して、川越市内 29か所の川

の一斉水質調査を 6月 3日（日）の午前に実施

しました。 

 川越市では、入間川より外周の河川と新河岸

川より内周の河川で主催者が異なるため、調査

方法が異なり、かつ、別途全国調査も行うとい

う、調査のとても行いづらい状況が続いており

ますが、当会として 3年目となる今年は、要領

も心得て、さらに新たな参加者も加わり、18名

が 10 チームに分かれてそれぞれの地点を分担

し、調査が順調に行われました。 

 私は、所属する東洋大学の学生 4名とともに、

入間川、小畔川、鯨井新田から小堤を流れる天

の川の 6か所を担当しました。当日は、薄曇り

の調査日和で、数日間雨がない状態だったので、

昨年に比べるとかなり水量が少なめでした。 

 この水質調査は、「パックテスト」という商品

名で売られている簡易の水質調査キットを用い

るため、厳密な河川の水質を測定するというよ

りも、イベントを通して川への関心を高めるこ

とが目的となっています。私も、いつも川を渡

って生活しているのですが、河川に入ることは

それほど多くありません。実際に河川に入って

様子を観察したり、水をさわってにおいをかい

だりすることで、川の健康診断をすることの重

要性を改めて認識しました。 

 なお、水質調査の結果については、集計した

上で改めてお伝えする予定です。 

（小瀬博之） 

 
川の上から水を取るのにひと苦労（小畔川吉田橋にて） 

 

 
電子レンジが捨てられていました（天の川にて） 

 
広々とした河原（入間川雁見橋下にて） 

 

 
「パックテスト」による水質測定の様子 
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「（仮称）川越市森林公園」計画地 自然観察会報告 自然環境部会 
 埼玉県生態系保護協会川越･坂戸･鶴ヶ島支部

と共催で行っている「（仮称）川越市森林公園」

計画地自然観察会を 5月 12 日（土）9:30-12:20

に開催しました。今年度 4回シリーズの第 1回

目で、シニアの方から小学生まで 22名の参加で

した。 

 はじめに講師の稗島英憲さん（(財)埼玉県生

態系保護協会）から野鳥に関する簡単なレクチ

ャーを受けました。雑木林の中ではほとんど鳥

の姿をみることはできないので、テープで鳴き

声を聞きおおよその目途をつけて歩き始めまし

た。 5 月になって暑い日が多くなり、この日

も 25℃以上でしたが雑木林の中は心地よい風

が吹いていました。「森のさんぽ道」沿いには雑

木林を特徴づける樹木が次々と現れます。今の

時期は花をつけているもの、ヤマザクラのよう

にすでに実になったものなど多彩です。 

 ウワミズザクラの実を観察していた時、上空

をグレーの鳥が向かってきます。ハトでもない

しサギでもない、「オオタカだ！」羽をいっぱい

に広げて、悠然と上昇気流にのってしばらくす

ると大空に消えました。 

 「第 2武蔵野ふれあいの森」では、参加者に

樹木の名札付けをしていただきました。高木は

たいへんなので中低木にプラスチック板にマジ

ックで記入し、吊り下げるもので 50枚ばかりで

きました。 

 この日メモした植物は次の 60 種くらいでし

た。基本調査によると 300種の植物があるとの

ことですから、ほんの 2割くらいを注目したこ

とになります。最後に馬頭観音のそばにあるギ

ンラン、トンボソウを見て帰りました。道路際

にあるので年々数が減っています。 
樹木（木本） 

アオハダ（実）,アカシデ,アカマツ,イヌザクラ,イヌシデ,
ウワミズザクラ(実),ウグイスカグラ（実）,イヌツゲ,ウメ
モドキ,エゴノキ（花）,エノキ,ガマズミ,カマツカ（花）,
クヌギ,クリ,ケヤキ,コゴメウツギ（花）,コナラ,ゴンズイ
（つぼみ）,サワフタギ（花）,シラカシ,スギ,ナツハゼ（つ
ぼみ）,ニワトコ,ヌルデ,ネジキ,ヒサカキ,ヒノキ,ヤマザク
ラ（実）,ヤマコウバシ,ヤマハンノキ,ムラサキシキブ,ム
クノキ,リョウブ            以上 34種 

 
草本 

イチヤクソウ（つぼみ）,ニガナ（花）,タビラコ（花）,
ハルジョオン（花）,ジシバリ,オオジシバリ,ヒメスミレ,
タチツボスミレ,ツボスミレ,コスミレ,スズメノヤリ,ネズ
ミノオ,ヒゴクサ,ツリガネニンジン,ミズヒキ,ギボウシ,コ
ナスビ,クチナシグサ,サルトリイバラ,スイカズラ,カナム
グラ,ヤマイモ,コウヤボウキ,ギンラン（花）,キンラン（花
終わり）,オオバノトンボソウ       以上 26種 

（賀登環） 

 
サワフタギの満開の花を見る 

林床に咲くコナスビ、「かわいいね」 

樹木カードを活用・・・花、実、冬芽の情報など満載 

この林に多いウワミズザクラの観察。 
その時、上空にオオタカが悠然と現れる 
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樹木に名札をつける 

 

 
イチヤクソウ開花（2007/06/07撮影） 

第 16回仙波河岸史跡公園 自然観察会及び保全活動 自然環境部会 
 6月 2日（土）9:00-12:00初夏を感じさせる好天に恵まれ、朝から 35名（一般、かわごえ環境ネ

ット会員、EM ネットワーク、公園整備課）の方々の参加をいただき、標記の行事が開催されまし

たので、その状況を報告いたします。 

 

野鳥、植物観察会 
 講師に、稗島英憲さん（(財)埼玉県生態系保護協会）をお招きしました。野鳥の鳴き声を追いか

けながら、前回に引き続いて植物の名札付けを行いました。観測された野鳥はシジュウガラ、メジ

ロ、オナガ、ハシボソカラス、コゲラ、ヒヨドリでした。 

鳥の観察風景。今は親子で行動中のため 
鳴き声がとてもにぎやかでした。 

 

 
植物の観察風景。名札付けの主役は子供たちです。 

 
 
 

ぼく も や

って み よ

うっと！ 
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サクランボをつけた「イヌザクラ」 

 
名札付けした「ツルウメモドキ」 

 
名札付けした「キツネガヤ」 

 
外来種の「ナガミヒナゲシ」 

 
保全活動 
 今回は川越市と協働で、あずまや周辺の歩道と緑地の境界にリュウノヒゲ 1,000株を植栽しまし

た。また、河岸跡の水質浄化と水質調査活動も継続して実施しました。（自然環境部会：大辻晃夫） 

 

 
リュウノヒゲの植栽活動 

 
水質調査活動（結果は別途報告します） 

 
EM菌による水質浄化活動。湧水の渇水期で 

浄化も追いつかないようです。 

 
川越市の禁止立て札を無視して 
ヒゴイが放流されています。 
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かすみ湧水堀・ビオトープ池の生き物調査活動 自然環境部会 
 小雨降る午後、多自然護岸法でみなさんに何

回か紹介してきた「かすみ湧水堀」のビオトー

プ池で霞ヶ関西中学校の生徒達も参加して、生

き物調査を行いましたので、その活動状況を報

告いたします。 

1.日時：6月 7日（木）14:00～17:00 

2.場所：笠幡、かすみ湧水堀・ビオトープ池 

3.目的：造成後、1年 2か月経過の確認調査と今

後、湧水堀近くの霞ヶ関西中学校のみなさんに

自然観察の場として活用、親しんでもらうため。 

4．参加者： 

●霞ヶ関西中:校長先生、教頭先生、担任の先生、

2・3学年の生徒たち 10名の計 13名 

●霞ヶ関カンツリークラブ:2名 

●かわごえ環境ネット:原嶋、平田、菅野、市川、

菅谷、大辻の 6名 

以上、総勢 21名  

5．活動状況 

 まず、霞ヶ関カンツリークラブにお願いして、

ビオトープ池に流れ込んでいる湧水を反対側の

水路に流してもらい、お借りしたポンプで池の

水を5～10cm位まで汲みだして調査を開始しま

した。 

 

 
ポンプで池の水を汲み出し作業中 

 
生徒たちに多自然護岸法やこの池に生

息する生き物たちについて説明 

 
男子生徒がビオトープ池に降りて調査

開始 

 
サデ網で初めての魚類調査。逃げ回る

魚たちに生徒たちも興奮気味です。 
 

生き物たちの確定作業 

 
捕獲された魚類の一部 

※調査後の生きものたちは、すべて元

の場所に放流しました。 

 

6．調査結果 

■確認された水生生物 

●魚類：タイリクバラタナゴ（多数）、コイ、ギ

ンブナ、ウグイ、モツゴ、トウヨシノボリ、ド

ジョウ 

●底性動物類：スジエビ、アメリカザリガニ、

マシジミ、ドブガイ、カワニナ、モノアラガイ 

 

■ホトケノドジョウ、ヤゴは確認できなかった

が、次回は底性動物を主眼とした生きもの調査

を行ってみたい。また、生息環境の向上のため

のショウブや、アシなどの水生植物の繁殖もさ

らに進めていきたい。 

■ビオトープ池内でドブガイの死骸が 2固体確

認された。池内に流入してくるヘドロ混じりの

土砂の堆積が予想以上に多い。対応策を市とも

協議したい。 

■3 か月前に放流した小畔川のカワニナの生存

が確認された。夏から秋へかけての繁殖を期待

したい。    （自然環境部会：大辻晃夫） 
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川越・鶴ヶ島両市境付近の不法投棄ごみの清掃 社会環境部会 
 6月 16日土曜日午前 9時から、つるがしま環

境ネットワークの呼びかけによる「市境付近の

不法投棄ごみの清掃」行動が行われました。鶴

ヶ島市運動公園に集合、埼玉県農業大学校周辺

とともに、川越市の笠幡地区の一部にまたがる

道路脇の不法投棄ごみを集めました。かわごえ

環境ネット会員は、小瀬理事長、村上副理事長

ら 11人、地区の環境推進員 3人も応援、地元鶴

ヶ島から 40 人を超える人が参加、好天のなか

「いい汗」をかいた 1時間半の協働活動でした。 

 一昨年の第 1回はごみの多さに驚き、昨年の

2 回目は、清掃したあとに「朱塗りの鳥居」を

ところどころにおいて公徳心に訴えました。地

主さんらも草刈りなどの手入れをしたこともあ

って、今年の回収したごみは昨年の 3分の 1で

した。「鳥居」の効果をいっそう高めるために、

今年は夜光塗料を塗ったものを設置しました。 

 不法投棄対策は、市民の目の届いた「捨てに

くい環境づくり」が必要なことを感じさせまし

た。川越市でも不法投棄地帯マップを作って、

市民参加の一掃作戦が待たれます。（武田侃蔵） 

 

 
当会会員は、いつものゼッケンを 

つけての参加 

 
鳥居の効果もあったのか、投棄ごみは

これまでよりかなり少なかった 

 
約 1時間の活動で集められた粗大ごみ 
ごみがなくなったわけではない 

 

川越市環境行政の動き 
 環境月間ポスターコンクールを開催

川越市では、環境月間（6 月）および環境の

日（6月 5日）の周知をはかるため、毎年度「環

境月間ポスターコンクール」を実施しています。 

市内の小中学生を対象に地球温暖化等に関す

るポスターを募集し、本年度は 769作品（小学

生 704作品、中学生 65作品）の応募がありまし

た。そして、審査会での選考の結果、小中学生

あわせて 69作品が入選として選出されました。 

6月 16日（土）、17日（日）には、川越市西

文化会館（メルト）展示ホールにおいて入選作

品の展示会を開催し、入選者やご家族など合計

240人の来場者がありました。 

 
入選作品展示会の風景 

 

 

第 49回 クリーン川越市民運動（ごみゼロ運動） 市民 6万人が参加 
 5 月の最終日曜日に恒例の「ごみゼロ運動」

を実施。今年も好天に恵まれて、5月 27日に全

市あげて行われました。各自治会を中心に市内

の諸団体で結成する「クリーン川越市民運動推

進協議会」が実施主体となり、300 団体、参加

市民の数が 60,675 人、集めたごみは約 93 トン

となりました。 

 いつものことながら、市の中心部では集める

ごみがなくて、子どもらのごみ袋がごみになる

のに対し、郊外では人手不足で廻れない場所、
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袋が足りなくて中断するなどの例も聞きました。

 10 月は節目の第 50 回のごみゼロ運動となり

ますので、市を挙げての運動の意義を広めるた

めに、自治会・子供会との連携などで工夫が必

要であります。        （武田侃蔵） 

 
 

6月 1日より路上喫煙禁止地区指定 

 
 4 月に施行された「川越市路上喫煙の防止に

関する条例」により、6 月 1 日から川越市の中

心部で「路上喫煙禁止地区」が指定されました。

川越駅から札の辻までの中心市街地ですが、川

越市駅周辺は、本川越駅に通じる市道以外は未

指定で、本川越駅への途中から禁止地区になり

ます（詳しくは、川越市ホームページで「路上

喫煙禁止地区」と検索してください）。 

 担当の資源循環推進課の職員が 2 人 1 組で 6

月 1日から朝 7時より 9時まで、夕方は 16時か

ら 18 時まで啓発指導にあたっています。19 日

にその 8日間（28時間）の結果が発表されまし

た。352 人の喫煙者を確認し、大半の人は喫煙

を中止しましたが、無視する人が 16人いました。

「今後とも粘り強く啓発に努める」と言ってい

ますが、市民の協力体制をどう引き出すかがカ

ギになりそうです。      （武田侃蔵） 

 

専門委員会からの報告

社会環境部会 
 第 3 回社会環境部会が 6 月 13 日午後 3 時よ

り、市役所 7G 会議室で開かれました。会員の

参加は 9名、事務局 1名でした。 

1） 夏のエコライフ DAY について、県の説明

に参加した斎藤氏より報告がありました。実施

期間は 6 月 1 日より 9 月 30 日までで、昨年ま

でのような指定日も無く、幅広い市民の参加が

出来るようになりました。とりあえず、かわご

え環境ネット会員に資料を配ることにしまし

た。また、県の「一村一品、知恵の輪づくり運

動」の説明があり、10月の県大会、1月の全国

大会に向けての対応を 7月に検討いたします。 

2）アジェンダ 21 検討委員会が、（仮称）環境

行動計画（案）作成委員会に移行、第 1 回の 6

月 5日の内容を報告、神奈川県の環境像が参考

に配られました。 

3）7 月 28 日（土）の夏祭りに、ロータリーク

ラブ主催の「打ち水イベント」への協力依頼。 

4）「アースデイ・イン・川越 2007」の実施方針

が確定、6月 27日の実行委員会で詳細確定。 

5）廃棄物減量化と生ごみの堆肥化検討グルー

プは、近隣自治体の情報を整理中との報告があ

りました。 

6）まち美化グループからは、6 月 16 日のつる

がしま環境ネットワークとの協働及び 7 月 22

日（日）の川越市郊外（伊佐沼周辺）のクリー

ン活動の計画説明がありました。 

（社会環境部会代表：渡辺利衛） 
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自然環境部会 
 5月 26日には「かわごえ環境ネット総会」が

川越市立博物館で開催され、自然環境部会から

は代表による、06 年度の活動実績と 07 年度事

業計画の報告がなされ承認されました。 

 6 月 2 日には「第 16 回・仙波河岸史跡公園、

自然観察会及び保全活動」を開催しました。詳

しくは、記事をご覧下さい。 

 6 月 3 日には「全国一斉河川水質調査」が行

われ、自然環境部会からの参加は前年度より増

えて 7名が参加いたしました。 

 6 月 7 日には「かすみ湧水堀、ビオトープ池

の生きもの調査」が霞ヶ関西中学校の生徒たち

も参加して行われました。詳しくは、記事をご

覧ください。 

 6月 8日には「6月度・自然環境部会」が川越

市役所 7G会議室で総勢 11名の参加で開催され

ました。 

 残された平地林の保全グループからは、（仮

称）川越市森林公園計画地で 5月 12日に開催さ

れた市民向けの観察会の報告がありました。詳

しくは記事をご覧ください。また、同地での植

物調査及び樹木名札付けの活動状況の報告もあ

りました。 

 水辺の自然の保全と再生グループからは、仙

波河岸史跡公園での自然観察会及び保全活動の

結果とかすみ湧水堀の生きもの調査結果の報告

がありました。また、6月 27日に実施予定のホ

タル観察会の詳細案内書が、ホタル勉強会に参

加された方々に送付されたことと、5 か月ぶり

に再開される県と市と自然環境部会による希少

魚ムサシトミヨ復活の打合せ会が6月18日に市

役所の 7C 会議室で行われることが報告されま

した。 

 事務局からは、6月 21日自然環境部会で開催

予定の植物園観察と湧水探訪会の申し込みが締

め切られて、参加者が総勢 37名になったとの報

告がありました。また、平成 19年度版の、かわ

ごえの環境（第 10号）への原稿依頼がありまし

た。    （自然環境部会代表：大辻晃夫） 

 

 
（仮称）環境行動計画「かわごえアジェンダ 21」作成委員会 

 
ホワイトボードに書き込んで将来像を整理しました 

 前身の「（仮称）かわごえアジェンダ 21検討

委員会」を引き継ぎ、公募による委員も加えて

新たに環境行動計画「かわごえアジェンダ 21」

作成委員会が 6 月より発足し、6 月 5 日に第 1

回、6月 20日に第 2回の委員会が開催されまし

た。 

 環境行動計画「（仮称）かわごえアジェンダ 2

1」は、市民・事業者・民間団体・行政で川越市

の将来像を共有するとともに、将来世代にわた

り地域が持続的に発展していくための具体的な

行動を提案するものです。この計画は、川越市

における環境活動を推進するための道しるべと

して活用されることを期待しています。 

 第 1回の委員会では、今後の検討項目として

環境像、行動提案表（作成済）、協働によるプロ

ジェクト、チェックシートの 4つを定めること

としました。描くべき具体的な環境像の目標年

度を 2030年と定め、各委員が将来像を持ち寄る

ことになりました。 

 第 2回の委員会では、具体的な環境像につい

ての討議が行われました。各委員が提案した具

体的な環境像は文章で示され、頭に描けるよう

な内容となっており、委員間の将来像を共有す

ることができました。 
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 この環境像をもとに、内容の整理を行いまし

た。1.盛んな観光を柱にして、「エコツーリズム」

化をめざして、交通対策や環境学習、巨樹・古

木を含めた歴史的環境の保全、農林業との接続

を描くこと、2.「川」や「水」を軸として、降

水から地下水、水利用に至る水循環、水辺の環

境改善、排水対策などのイメージを描くこと、3.

エネルギー問題から、農林業とリンクしたバイ

オマスの活用、太陽エネルギーの活用などを描

くことなど、特に強調すべき点を抽出すること

ができました。 

 次回の会議では、環境像について文章化を図

るとともに、協働で行うプロジェクトについて

案を持ち寄り討議することになりました。また、

将来像を描くために必要となる現状を、写真な

どで説明することが適当と考え、資料収集を行

っていくことになりました。8 月中の原案脱稿

をめざして、およそ 2週間に 1度のペースで会

議を続けていきます。 

 本委員会の記録等、詳しい内容については、

かわごえアジェンダ 21Wiki（http://kawagoekank

yo.net/wiki/）に掲載しておりますので、ぜひご

覧ください。みなさまの意見を随時募集してい

ます。ご意見、ご感想等をぜひお寄せください。 

 

（アジェンダ作成委員長：小瀬博之）

 

おしらせ

夏の「エコライフ DAY2007埼玉」で日々の生活をエコライフにしよう
 かわごえ環境ネットでは、埼玉県と特定非営

利活動法人 環境ネットワーク埼玉が主催する

「エコライフ DAY2007 埼玉」に賛同し、エコ

ライフ DAYのチェックシートを、6月 26日付

で会員のみなさまに郵送した資料に同封しまし

た。夏のキャンペーンとしては、6月 1日から 9

月30日までのうち1日間を実施日とすることと

なっています。当会としての実施要領は、同封

されている資料をご覧ください。 

 エコライフ DAY は、ホームページ（http://w

ww.kannet-sai.org/ecolife/）からでも参加できま

す。チェックシートには、小学校低学年用、小

学校高学年用、中学生用、高校生・一般用の 4

種類がありますので、ご家族構成によって該当

するチェックシートを使用してください。 

 

（仮称）川越市森林公園計画地「 虫の観察会」を 7月 22日に開催
 生き物たちが一番活動するこの時期に、虫の

専門家と虫や小動物のウォッチングをします。

昨年は 60種ほど見つけました。 

日時：2007年 7月 22日（日） 

 9：30～12：30（少雨決行、荒天中止） 

集合：9：30川越市南文化会館 

 （ジョイフル） 

費用：100円（保険代） 

持ち物：水筒、虫除け（必要な方）、 

 ルーペ（ある方） 

服装：長袖、長ズボン、運動靴、帽子 

共催：埼玉県生態系保護協会 

 川越･坂戸･鶴ヶ島支部 

申し込み：かわごえ環境ネット事務局 

  7月 2日午前 9時より電話にて受付 

  049(224)8811内線 2613 

なお、自然環境部会では、「（仮称）川越市森林

公園」計画地の植物調査及び保全活動を毎月第

2 火曜日に行っています。いつも何か新しい発

見があります。どなたでもご参加ください。7

月は 10日（火）9:30-12:30で川越市南文化会館

（ジョイフル）集合です。
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「小江戸川越打ち水風情 2007」を 7月 28日（川越百万灯夏祭り初日）に開催予定
 川越市内の 5つのロータリークラブが主催す

る「小江戸川越打ち水風情」が、今年も川越百

万灯夏祭り初日の 7月 28日（土曜日）に開催さ

れる予定です。本行事は、かわごえ環境ネット

も協力する予定です。詳細な情報が入り次第、

当会ホームページに掲載します。なお、昨年の

実施の様子が、広報川越 No.1133（平成 18年 8

月 25日）に掲載されています。 

 

7月の理事会・専門委員会及びイベントの開催予定 
 ●会員全員が対象、◆の理事会・委員会は但し書きがない場合は委員が対象、★は会員内外を対

象にした公開イベントです。イベントの詳細は個別の記事を参照ください。 

 

◆（仮称）環境行動計画「かわごえアジェンダ

21」作成委員会（第 3回） 

日時：7月 3日（火）9:00-11:00（変更） 

場所：川越市役所 7G会議室 

（川越市元町 1-3-1） 

★（仮称）川越市森林公園計画地 

植物調査・保全活動 

日時：7月 10日（火）9:30-12:30 

場所：（仮称）川越市森林公園計画地 

  （川越市南文化会館ジョイフル集合） 

内容：木本調査、樹木名札付け、 

選択的草刈り 

連絡：賀登（Tel.049-234-9366） 

●社会環境部会（2007年 7月度） 

日時：7月 11日（水）15:00-17:00 

場所：川越市役所 7階 7G会議室 

 原則として毎月第 2水曜日 15:00-17:00に定例

会を開催しています。次回は 8月 8日です。 

●自然環境部会（2007年 7月度） 

日時：7月 13日（金）15:00-17:00 

場所：川越市役所 7階 7G会議室 

 原則として毎月第 2金曜日 15:00-17:00に定例

会を開催しています。次回は 8月 10日です。 

◆（仮称）環境行動計画「かわごえアジェンダ

21」作成委員会（第 4回） 

日時：7月 18日（水）9:00-11:00（変更） 

場所：川越市役所 7G会議室 

 第 5回は 8月 1日（水）13:30-16:00、第 6回

は 8 月 8日（水）9:30-11:30、第 7 回は 8 月 22

日（水）9:30-11:30に開催される予定です。 

◆広報委員会（2007年 7月度） 

日時：7月 18日（水）13:00-15:00 

場所：川越市役所 5階 フリースペース 

★（仮称）川越市森林公園計画地 「虫の観察会」 

日時：7月 22日（日）9:30-12:30 

場所：（仮称）川越市森林公園計画地 

  （川越市南文化会館ジョイフル集合） 

共催：(財)埼玉県生態系保護協会 

川越・坂戸・鶴ヶ島支部 

◆理事会（第 82回） 

日時：7月 24日（火） 18:00-20:00 

場所：川越市役所 7階 7G会議室 

＜コラム＞川越城築城 550年と競う古木はどれ？ 
 今、川越市内には「川越城築城 550年」と染め抜いたのぼりが方々にはためいています。歴史の重
みを感じさせますが、その時代から生き抜いている「古木」はどれでしょうか。市の文化財保護課や

環境政策課のみどりの担当で確認したところ、500年以上と太鼓判を押せるのは松江町の「出世稲荷」
の大銀杏だけのようでした。あと、鯨井の「ヒイラギ」、氷川神社の 600 年といわれる御神木の「ケ
ヤキ」などが川越城と競り合っているようです。あと、三変稲荷神社の「ムクノキ」がどれくらいに

なるのか興味があります。 
 古木の推定年輪を決めるのはたいへんですが、諸説を勘案して統一推定年輪を確定し、将来伐採さ

れたときに、推定とのズレを検証するのもまた楽しいのではなかろうかと思われます。(KT) 
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会員の主催行事・募集等 
●(財)埼玉県生態系保護協会 

 川越・坂戸・鶴ヶ島支部 

☞伊佐沼探鳥会 

時間：10:00集合-12:00 

集合：伊佐沼の西側にある東後楽会館入口

近くの蓮見橋 

参加費：300円、高校生以下 100円 

（保険料・資料代として） 

持ち物：飲み物・雨具・筆記具等、 

できれば野鳥図鑑・双眼鏡も 

❖7月 8日（日） 

埼玉県レッドリストにのる鳥類ヨシゴエ、

バン、オオバン、コアジサシなどを探しま

す。他に子連れのカルガモ、カイツブリな

どが見られます。 

❖8月 12日（日） 

サギの渡りが始まります。アマサギ、チュ

ウサギの群れが渡って行きます。サギが 6

種類、運がよければ 7種類観察できるかも。 

以上の問い合わせ先：笠原啓一 

Tel.049-222-0957 

●特定非営利活動法人 

 武蔵丘陵森林公園の自然を考える会 

☞森林公園自然観察会 

時間：10:20集合、10:30-15:00 

場所：国営武蔵丘陵森林公園 南口集合 

参加費：200円、他に入園料が必要 

❖7月 16日（祝）・8月 5日（日） 

 雑木林で樹液に集まる昆虫（オオムラサ

キやカブトムシ等）やヤマユリの花を楽し

みます。また、昆虫類がとても多く、クモ

やチョウ、トンボなどの観察もいっぱいで

きます。 

❖8月 25日（土）17:00-20:30 

 本行事は事前申し込みが必要、公園と共

催で参加費無料、ただし入園料は必要。 

 夜の森林公園を楽しむことができます。

クツワムシ、スズムシ、コオロギなどの鳴

く虫を、講師の解説で確かめてください。 

以上の問い合わせ先：谷津弘子 

Tel./Fax.049-224-9118 

●クリーン川越めざす会 

☞市の条例施行に合わせて「やめましょ

う！歩きタバコ・ポイ捨て・放置自転車」

のゼッケンをつけて、まち美化啓発運動 

1. 第 1 火曜日・第 2 木曜日・第 4 土曜日

の 13:30-15:00 

❖7月 3日（火）・12日(木)・28日（土） 

❖8月 7日（火）・9日(木)・25日（土） 

場所：川越駅東口アトレ横歩道橋下集合。

市役所等まで活動。 

2. 第 3日曜日・9:30-11:00 

❖7月 15日（日）・8月 19日（日） 

場所：本川越駅交番横集合。数コースに分

かれて中央公民館までまち美化活動。 

3. 郊外（伊佐沼公園周辺）クリーン活動 

❖7月 22日（日）9:30-12:00 

場所：川越市民聖苑やすらぎのさと（川越

市小仙波 867-1）前集合、東後楽会館解散 

以上の問い合わせ先：武田侃蔵 

Tel.049-222-0786 

 
広報委員会からのおしらせ 
●川越ケーブルテレビ「われら環境ネット」 

 6 月の放映予定は「小江戸ケナフの会」の予

定でしたが、急遽変更し「EM 小畔の会」に変

更になりました。7 月は、21 日（土）から 27

日（金）までの予定で、昭和工業株式会社の太

陽光発電や屋上緑化の活動についてお送りしま

す。1 日に 5 回（7:40, 11:40, 16:40, 18:10, 22:

10）「小江戸ちゃんねる」で放映します。 

●「われら環境ネット」参加希望グループ募集 

 今年の 12月までの放映の予定です。参加希望
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グループは、かわごえ環境ネット事務局までお

問い合わせください。 

●会員及び関連団体等の活動報告の投稿や行

事・募集に関する情報を随時募集 

 本会会員の活動報告を随時募集しています。4

00字程度で投稿してください。写真も掲載可能

です。また、本会会員や関連団体等が主催する

公開イベントや募集に関する情報を随時受け付

けています。No.010（7月 20日ごろ発行予定）

は、7月 12日（木）までにかわごえ環境ネット

事務局へ到着した原稿を掲載します。投稿の際

には、テキストデータと画像データを別々にい

ただけると編集がたいへん助かります。 

＜イベント開催についての掲載項目＞ 投稿者

の団体名および氏名、イベントの名称、概要、

日時、場所（わかれば住所も）、持ち物・参加費・

申込方法等、主催者、問い合わせ先（担当者の

E-mail,電話,氏名など）、関連するホームページ 

 詳細は、かわごえ環境ネット事務局までお問

い合わせください。 

●かわごえ環境ネットホームページのご案内 

 かわごえ環境ネットの最新情報から過去の情

報まで、さまざまな情報がかわごえ環境ネット

ホームページ（http://kawagoekankyo.net/）に蓄

積されています。ぜひご活用ください。「月刊 

かわごえ環境ネット」もカラーで入手できます。 

 RSS配信とケータイ用ページも用意していま

す。詳しくはホームページをご覧ください。 

［RSS］ http://kawagoekankyo.net/index.rdf 

［ケータイ用］ http://i.kawagoekankyo.net/ 

 
 

●かわごえ環境ネット入会のご案内 

 本会は、地域ぐるみで川越市の望ましい環境

像を実現するためにさまざまな活動をしていま

す。会員になれば、本誌「月刊 かわごえ環境ネ

ット」など、川越市の環境に関する情報を毎月

お送りします。 

 入会についての詳細及び問い合わせは、本誌

末尾に書いてあるかわごえ環境ネット事務局

（川越市環境政策課）まで、または、かわごえ

環境ネットホームページをご覧ください。

 
編集後記

●子どもが大切にしているおもちゃの音が突然

出なくなり、自力で直そうとしても原因がつか

めなかったので、中央公民館の「おもちゃの病

院」を訪れました。「小江戸おもちゃ 119」とい

うボランティア団体による活動で、故障箇所を

丹念に探し、手製の道具を駆使して修理する手

さばきにとても感動しました。以前、「広報川越

ピックアップ」をメールニュースに掲載してい

たときに、意識的に掲載していた「おもちゃの

病院」ですが、訪れてみて、ことさら環境のこ

とを謳わなくても、環境にとても貢献している

活動であることを実感しました。  （H.K.） 

●さる 6 月 17日の NHK 朝 10時の番組で、ご

み出しや分別で悩む神奈川県伊勢原市の駅近く

のご近所の相談が放映されました。他人事でな

い、身につまされる悩みで、川越市でも環境推

進員らを交えた懇談会を各地で開いてみたらと

感じました。本川越駅からすぐ近くのお茶の吉

野園の横の歩道に、時々不法投棄のごみが置か

れていることがありました。川越の顔にあたる

ところで繰り返される「不名誉」な姿を何とか

なくしたいと願っております。     (KT) 
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